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1.緒言
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現在，繁殖障害牛の臨床検査で最も普通に用いられているのは直腸検査法であるが，この

技術の修得には長年の経験が必要であり，また直腸検査の所見のみで診断を下すことは時に大

きな誤りを犯すことになる。 DAWSON2) は. 180頭のウ Vについて直腸検査後解剖lして生殖器

を観察したところ，黄体の 11.9百， 卵胞の 449百を誤診したと報告している。したがって，臨床

診断においてはウ γの性周期に伴う外部徴候，陸検査所見などを参考にする必要があるが，こ

れでも完全ではなく，より客観的な診断法の確立が望まれる。

近年，鐙光測定法久的 competitiveprotein binding法14，17)，radioimmunoassay法2市町

などによる性ホノレモ Yの徴量測定が可能になり，生体内における性ホルモ γの動態が次第に明

らかにされてきている。

そこで今回は，人工授精後妊娠し分娩に至ったウシと，不妊で発情が回帰したウγについ

て子宮頚管粘液および卵巣所見と，血中性ステロイド値の関係がどのようであるかを検討した

ので，その結果を報告する。

II. 材料および方法

試験牛は， 帯広畜産大学附属農場に飼養中のホノレλタイ γ種乳牛 15頭で， 分J娩後空胎期間
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